
概要

モダニティに関する近年の人類学的な論考

において移動とともにキーワードとなるのは

メディアである（例えばAppadurai 1996）。そ

こにはメディアに翻弄されながら活動するわ

れわれ自身の姿やその道具自体も当然映し出

されねばならないだろう。特に電子的媒体に

より資料の使い方や研究の様式は大きく変わ

ってきたのだから。90年代後半から10年に満

たない間の変貌を考えてみればよい。図書を

はじめ基本情報を手にするためのネットワー

クは現在欠かすことができないし、Yahooや

Googleの検索は全く日常的な手順になってい

る。

本稿が関わるオンライン辞書にしてもブロ

ードバンドが普及したこの数年でようやく実

用的になったと言えるだろう。いくらプログ

ラムが秀逸でもネットワーク整備なしにはそ

の特性を生かせないからだ。こうした動向は

サハラ以南のアフリカにおいても基本的に変

わらない。2年あまりの間に北部ナイジェリ

ア各大学のインターネット利用は急速に一般

化し、スタッフは研究室で無線LANを使って

いる。光ファイバーの敷設も進行中である。

頻発する停電もあらかじめ対策を立てた上で

ネットワーク構築が行われているため、あま

りストレスを感じない。例えば北西部のウス

マン・ダン・フォディヨ大学と本学と大きな

差があるとすれば速度と台数のみということ

になろうか。この大きな潮流によってパソコ

ンとネットワークがあれば特別な投資や環境

を要しないオンライン辞書の有用性はますま

す高まっていくと思われる。

1999年より筆者はサハラ以南のアフリカの

言語のうち西アフリカで広く通用するハウサ

語電子辞書の普及に力を入れてきた。残念な

ことにオンライン辞書の有用性が高まる一方

で言語間の情報格差は深刻だと言わざるをえ

ない。サハラ以南のアフリカの諸言語におい
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The Online Version of Electronic Hausa Dictionary
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One of the key issues on which contemporary anthropological studies have focused is the ethnography of

media where anthropologist himself or herself would be also involved as an audience or tossed back and

forth by the big IT wave. This article is concerned with a small tool that floats in this ocean:

the online version of electronic Hausa dictionary, compiled by an anthropologist in 2002. It could hope-

fully be a case to find a solution for digital divide in the IT globalism and even in the Hausa localism.
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て電子化ないしはオンライン化された辞書は

ほとんどないからである。しかし特殊なフォ

ントがそれほど必要でなければ、技術的にも

経済的にも比較的容易にオンライン辞書開発

が可能なことは意外に知られていない。

本稿では、2002年に運用を開始したオンラ

イン版ハウサ語辞書（約4万語収録）につい

て概観し、開発の要件やこれまでの利用状況

についても見ていく。今後の展望も考える。

オンライン版ハウサ語辞書について

2004年9月現在、公開されているハウサ語

関連オンライン辞書は2種類ある。ウィーン

大学のF． StoiberとJ． Ahmerが開発したハ

ウサ・英・ドイツ語辞書と本稿が扱う辞書で

ある。ウィーン大学の辞書は2001年より公開

されている。それぞれの言語に対応する単語

が表示される語彙集的な辞書である。本稿が

扱うのは、ハウサ語研究・教育界で広辞苑的

な位置にあるG. P. Bargery 1934 A Hausa-

English Dictionary and English-Hausa

Vocabulary.  Oxford University Press. のオンラ

イン版である（以下Bargeryとする）。古くな

ったとはいえ各地域の方言形など収録語彙の

多さでは右に出るものがない。UCLAのハウ

サ語コースでは中級以上の学習者に対し

Bargeryを参考書としてあげている。母語とし

てのハウサ語話者が多い北部ナイジェリアの

大学のハウサ語研究室では今も高い評価を受

けており、若干の語彙集を付加して1993年に

ナイジェリア国内で復刊されている。

オンライン版以前のBargeryの電子化につい

て

紙媒体のBargeryは第2刷（1951年）の後、

永らく絶版状態が続いた。その評価の高さと

入手の困難さから幻の辞書と言われていた

1980年代半ば、東外大AA研の松下は大型電

算機を使い電子版のBargeryを開発した。他言

語と比べてもかなり早い時期に実用化したも

のだけに、サハラ以南の言語の電子化の先駆

的事例としてだけでなくこの業績はもっと注

目されてよいように思われる。1991年には

NECPC98シリーズ互換機のパソコンで動く電

子辞書としてリニューアルされた。この時点

で普及の条件はある程度整ったと言えるのだ

が、IBM互換機ではなかったこと、日本国内

のハウサ語教育の場が皆無だったことでその

後10年、利用者は数人にすぎなかった。2001

年になってIBM PC／AT機で動くエミュレー

タで作動を確認してから、各地のハウサ語・

歴史・文化研究者に呼びかけようやくある程

度の普及を見るようになった（松下1991、塩

田・中村2001、中村2002）。国内唯一の大阪

外語大のハウサ語講座でも利用されている。

なぜオンライン版か

本稿の目的に沿うと電子辞書は2つに分類

できる。単体で利用するものとオンライン版

である。単体利用のものはパソコン・携帯端

末にインストールしたソフトウェアや、電子

辞書として販売されているハードウェアに分

かれる。これらは一種の完結した時空間とも

言え、情報の修正・更新には手間がかかる。

Bargeryのオンライン化にあたって考えたの

は、まずはこの点である。前節で述べたエミ

ュレータ・タイプのBargeryにはかなりのバグ

が見られる。サポート体制が標準的な市販の

電子辞書と異なり修正にはかなりの労力と時

間が予想された。一度オンライン化してしま

えば修正後直ちに最新版を反映することがで

きる。第二にコストパフォーマンスのよさを

あげることができる。開発と運営に必要なソ

フトウェアに投資がいらない。ハードウェア

についても辞書とウェブ用のサーバを用意し、

自宅や職場で使用するブロードバンドの一部

を流用すればその日から電子辞書を運用する

ことができる。電気代は1ヶ月数百円。商業

的に成功しうるコンテンツと異なり、利用者

もそれほど多くはないため、3、4年前の中古

パソコンの処理能力でエミュレータ・タイプ

のBargeryの数十倍のパフォーマンスを発揮で

きる。4万語の辞書の全文検索もたった数秒

で終わる。
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このように辞書を開発する側にとってオン

ライン化の効用は大きい。しかしながら、単

体と比べ問題となる点もある。ネットが使え

ない場所では利用できない、サーバが停止す

ると利用できないなどである。これらは、現

在北部ナイジェリアで見られるようなネット

の加速的な普及や、サーバの分散化でオンラ

イン版のメリットに見合うだけの小さなリス

クに抑えられるであろう2）。

オンライン版の考え方

オンライン版辞書とはアクティブなホーム

ページと考えればよい。基本的な検索プロセ

スは以下のようである。1．ブラウザで辞書サ

イトへアクセスする。2．検索文字列をタイプ

して送信する。3．送信された文字列をウェ

ブ・サーバが受け、検索プログラム（CGIな

ど）を動かす。4．検索プログラムが辞書のデ

ータベースを呼び出し、当該文字列を検索す

る。5．検索プログラムが検索結果をブラウザ

に表示する、ないしは表示できる形式（html

など）で返す。このように文字列の入力に対

応し、検索プログラムとデータベースが連携

して働くプロセスがオンライン辞書の要とな

る。

そこで開発者の実際の作業とは、開発と運

用に使うパソコンの準備と関連ソフトのイン

ストール、当該辞書のサイト（ホームページ）

と検索プログラムの作成、辞書テキストおよ

びデータベースの作成の3点に集約されるこ

ととなろう。

パソコンの準備とソフトのインストール

紙媒体で1000頁、4万語程度の辞書でもオ

ンライン版の実用にはPentiumIIのパソコンで

十分である。数千円程度で容易に入手できる

ものだ。メモリーは256M、ハードディスク

は10G程度が目安となる。ここにソフトをイ

ンストールする。必要なのはOS、エディタ、

プログラム言語、ウェブ・サーバ、データベ

ース・サーバなどだ。オンライン版Bargeryの

OSはRedhat系Linux（Redhat Linux7．3以降）

を順次利用している。Fedora Core 1でも安定

して動く。その他のソフトも雑誌付録の無料

パッケージに付属しており、手間も費用も全

くかからない。これまで各種エディタ、Perl、

Apache、PostgreSQLを利用してきた。Bargery

程度のデータサイズ（約20M）ではよほど複

雑な検索プログラムを設計しない限り検索速

度についての不満はほとんど生じないと思わ

れる3）。

辞書のサイトと検索プログラムの作成

Bargeryのウェブ・サイトはADSLでつなが

っている。2カ所にサーバを置いているがい

ずれもウェブ・サーバとデータベース・サー

バを兼ねている。ダイナミックDNSを使い、

IPアドレスの変更はcrondに置いたスクリプ

トで監視している。利用者がサイトへアクセ

スし、バーをクリックするとフレームで上下

に分かれた検索窓が開く。上部のブランクに

検索文字列をタイプ、検索方式を指定、ボタ

ンをクリックすると下部に結果が表示される。

詳しくはサイトのソースで確認することがで

きる（末尾のドメインを参照）。

検索プログラム作成にあたっては、以前の

Bargeryの検索システムをもとに、東外大の松

下とウィーン大のAhmerの意見を参考にした
4）。Bargeryはハウサ・英語辞書部（3万7千語）

と英・ハウサ語彙集部（4千6百語）からなる。

大部分を占めるハウサ・英語辞書の基本的な

検索方式として以下のように計画した。1．紙

媒体のように見出し（項目）で引けること、

これには検索文字列を含む検索（語頭・語

中・語尾）と検索文字列と正確に一致する見

出し検索を含む。2．辞書テキスト全文検索が

できること、ヒットした文字列の色と背景色

を変えて見出し毎に表示する。3．英・ハウサ

語彙集は例文等がなく語彙も少ないため、検

索文字列を含む検索（語頭）のみとする。

こうした計画に沿って文献リストの各書籍

掲載のPerlスクリプトを参照しながらCGIを

作成した（特に江上2002、末尾のAppendix参

照のこと）。
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辞書テキストの整形とデータベースの作成

辞書テキスト自体は以前のBargeryの順編成

テキストファイルをベースとした。仮にファ

イルを最初から作成しなければならない場合、

延べ800時間前後の入力作業が必要になろう
5）。現在のハウサ語出版物では、いわゆる”

glottalized consonants”用の特殊なアルファベ

ットもかなり見られるが、Bargeryはこうした

文字が使われる以前に出版されており、フォ

ントに関する制約をほとんど受けない。ただ

特殊な発音記号が使われているので通常の英

文タイプの記号に置き換えた。こちらの技

術・時間・予算的制約のためである。

この作業プロセスでは、テキストファイル

を前節で述べた検索計画用に整形し、データ

ベースに読み込ませる。Bargeryではデータベ

ース・サーバとしてPostgreSQLを使ってい

る。順編成テキストファイルはAからZまで

紙媒体の辞書全文をファイル化したものと考

えてよい。そのままでは読み込めない。検索

単位のレコードに切り分け、各レコード内に

各種検索専用のインデックスをつくり足し、

さらにブラウザ表示のため見出しと本文に

htmlタグを埋め込む必要がある。この一連の

作業を整形と言う。検索は見出しとその本文

単位で行うが、これを1レコードと呼ぶ。あ

る見出しとその本文のセットのことを言う。

PostgreSQLでは、Bargeryのどの見出しと本文

のセットをとっても1レコードに収まるので、

以前のようなレコードを小分けする作業を考

えなくてよい。まずは、見出しと本文のまと

まり毎に改行マークを付加する（切り分けて

いく）。ミスタイプをチェックしながらの手作

業でもよいが4万回ほど改行キーを押す必要

があるので、プログラムを組むか、エディタ

の機能を利用するのが速い。

次に各レコード内に検索専用のインデック

ス部分をつくる。例えば見出し検索には見出

し検索用のインデックスを、全文検索には全

文検索用のインデックスをつくり足す。逆引

き検索をしたければ専用の逆引き見出しイン

デックスをつくり足せばよい。実際の検索は

データベース上で、入力された文字列をこれ

らインデックスと照らし合わすことで実行さ

れる。そのためインデックス部分から余分な

記号やスペースを削除し、インデックスは大

文字小文字の区別をなくした大文字だけの連

続体となっている。利用者が入力した検索文

字列も同様、プログラム上で余分な記号やス

ペースを削除、大文字に変換される。そして

全レコードの当該インデックスと比較され、

一致すれば答えを返す。つまり、実際の辞書

検索の担い手となるのはインデックスなので、

ブラウザに表示される検索結果としての見出

しや本文は、紙芝居の絵のようにまさに表示

されるためだけにhtmlタグをつけられ、整形

された見出しと本文ということになる。なお

各レコード内の見出し、本文、見出し検索用

インデックス、全文検索用インデックスなど

は、タブキーで区切って区別する（表参照）。

整形が終了したら、このテキストファイル

をPostgreSQLのデータベースに読み込む。検

索計画に従って読み込み用のテーブル（枠の

ようなもの）をあらかじめ作成しておく。テ

キストファイルにおけるレコード間の区切り

（￥n）とレコード内部の区切り（￥t）と、テ

ーブルの構成とが矛盾しなければ特に問題は

起こらない。読み込みにはcopyコマンドを使

う（石井2001参照）。

オンライン版の利用状況

2004年9月現在、オンライン版Bargeryの運

用開始から 2 年近くが過ぎた。当初はハウ

サ・英語辞書のみであり、6ヶ月ほどをプロ

グラムの改変やバグ対策、英・ハウサ語彙集

の作成に費やした。サーバを2カ所に分散し

安定的に動くようになって1年少しである。

オンライン版運用開始については、ハウサ語

関連の研究者が集まるH－hausaと国内のアフ

リカ言語研究者の組織AFLANGに情報を流し

た。

商業的に成功しない言語のオンライン辞書

という前提があり、ほぼ予想通りアクセスは
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多くて1日10カ所程度からである。1カ所か

らのアクセス回数は多様で、数時間、数日に

わたる場合もある。日本国内からのアクセス

は、ほぼ皆無と言ってよい。99％が海外から

で、中南米を除くすべての地域からアクセス

がある。大学や研究機関からのアクセスが多

いのも特徴であろう。ハウサ語プログラムを

もつBBCからもしばしばアクセスがあり、ハ

ウサ語学習・研究用の辞書としてオンライン

版Bargeryが利用されていることがうかがわれ

る。この1年の間にロンドン大学SOAS（東洋

アフリカ研究学院）図書館、UCLAのハウサ

語学科、ヨーテボリ大学（スウェーデン）の

アフリカ関連ホームページにリンクされた。

これらは筆者の全く知らないうちにリンクさ

れたもので、オンライン版Bargeryは世界のい

くつかの場所でそれなりに評価されているよ

うである6）。

今後の展望　持続可能なオンライン辞書へ向

かって

オンライン版Bargeryは2002年1月から開発

にとりかかり、7月に初期のプログラムが動

いた。以前のBargeryに関する若干の知識と辞

書テキストが利用できたため、比較的短期間

で運用が可能となったと考える。時間の大半

は、辞書テキストの整形とPerlスクリプトに

費やした。80年代から残るミスタイプの修正

は現在も継続中である。検索システムの改変

についても、他のハウサ語辞書のオンライン

化を念頭に置きながら検討中である。著作権

に関する課題も当然含まれる。

なお、こうしたオンライン化の試みについ

ては先のウィーン大の辞書以外にもいくつか

情報がある。数年来CNRSの研究者らが既存

の辞書の電子化ではなくハウサ語の新たな語

彙集の構築を模索しており、言語学をはじめ

とする多様な領域からの相互協力によって新

オンライン辞書が生まれる可能性がある。ナ

イジェリア国内においてもハウサ・スワヒ

リ・アラビア・英語・フランス語辞書を編纂

しようとする動きがかなり以前からあり、経

済的な問題のために長年中座状態であるが、

オンライン版のコストパフォーマンスとネッ

トワークの加速的な普及が何らかの進展をも

たらすかもしれない。

最後にひとつだけ提案しておきたい。今後

のオンライン版の充実・普及を考えるとき、

フォントの問題は避けて通れないと思われる

が、紙媒体の特殊なアルファベットをそのま

ま流用する前にオンライン版のカラー表示の

有効利用も考えられてよい。柳田國男は色彩

によるコントロールについてかつて述べてい

たが、われわれが目にする世界の多様な文字

のユニークさの背後に色彩表現の実質的な制

限があったと考えることもできるわけで、カ
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ラーディスプレイという極めて今時のメディ

ア表現をオンライン辞書の一部として積極的

に使わない手はないと思われる。具体的には、

特殊フォントの恩恵に浴すのは主にわれわれ

を含めたハウサ語を母語としない話者であろ

うから、あえてフォント開発に投資をせずと

も（してもよいが）豊富な文字色や背景色に

よって特殊な子音だけでなく音調をも表現す

ることが十分可能であろう。その場合には色

彩に関する心理学的な知見も必要となろう。

オンライン版Bargeryが IT世界における言

語間の情報格差について、特にサハラ以南の

アフリカ言語の情報化へ一石を投じることに

なれば幸いである。

注
1）本稿は、2002年10月開催のAFLANGにおける

口頭発表（英語）と2004年6月開催の日本文化人
類学会第38回研究大会における口頭発表原稿に
加筆修正したものである。

2）この一年ほどサーバを2カ所に分散している。
現在ナイジェリア国内でこの原稿を書いている
が、UPSの能力を超える停電が先日埼玉県内であ
ったらしく、メインサーバの辞書プログラムを再
開できないでいる。しかし、利用者はメインサー
バのサイトから別のサーバにアクセスすることが
できる。ナイジェリア北西部からも快適に検索が
できている。

3）Perlはインタプリタなので処理速度が遅いとし
ばしば言われる。このため当初は高速化モジュー
ルを利用したが、データサイズゆえか何もしなく
てもストレスを感じないので、現在は停止してい
る。

4）率直で的確なコメントをいただいた松下周二教
授とJulia Ahmer氏に感謝申し上げる。

5）それでも紙媒体の出版より安価ですむと思われ
る。

6）辞書をはじめとする出版物の多くはカノ方言を
扱い、カノ方言で書かれている。Bargeryのあり
がたみをしみじみ感じるのはハウサ語の標準語と
されたカノ方言の通用地域を離れてからである。
例えば西へ500キロ離れたソッコト州で話を聞い
ているとよくわからない言葉と遭遇する。これが
本当のハウサ語だと話者は断言するが、英語に堪
能な翻訳者が隣にいる機会はあまりないのでお互
いに不自由を感じながらの会話となる。1万語程
度の辞書ではもうどうにもならない。こういう時、

耳慣れない言葉をノートに書きとめておくと後で
Bargeryが助けてくれる。とするとはからずも、
ハウサ語メディア内部における情報格差にもオン
ライン版Bargeryは何らかの影響を与える可能性
があるのではなかろうか。これについては別に考
えてみようと思う。
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オンライン版Bargeryサイト：
http：//maguzawa.dyndns.ws

上記サイトへのリンク：
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http://www.soas.ac.uk/library/index.cfm?navid=233
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